






研究目的 

 極小未熟児には重篤な心身障害がかなりの頻度で発生している。本研究の目的は,極小未

熟児の出産を予防し,またやむをえず極小未熟児出産に至った場合には,より良い条件で分

娩させ,さらに最良の哺育法で管理するための指針を確立することにある。そこで本研究

は,1)IUGR の診断基準と実態調査,2)胎児成熟度の診断と RDS 発生防止,3)早期陣痛発来防

止に開する研究,4)極小未熟児の哺育指針,以上の四課題に分担して行なった。 


